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１
番
　
福
野
　
未
知
留

　

中
川
新
堤
築
堤
計
画
が
大
瀬

ま
で
具
体
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
新
堤
計
画
で
は
大
瀬
公
園
に
少
な

か
ら
ぬ
影
響
が
出
ま
す
。
こ
れ
と
の

関
係
で
二
丁
目
・
木
曽
根
地
域
の
新

堤
河
川
敷
に
広
が
る
包
括
占
用
区
域

の
拡
大
等
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
堤
防
の
計
画
位
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
瀬
運
動
公
園
の

河
川
側
を
縦
断
す
る
た
め
敷
地
が
狭

く
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
場
と
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
の
一
部
が
新
堤
防
用
地
と
な

る
こ
と
か
ら
、
機
能
確
保
が
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
大
瀬
運
動
公
園
の
機

能
確
保
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
は
、
新
堤

防
築
造
と
関
連
し
て
の
包
括
占
用
区

域
の
拡
大
等
の
検
討
に
つ
い
て
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q

　

重
度
の
身
体
障
害
児
・
者
を

抱
え
る
越
谷
特
別
支
援
学
校
の

保
護
者
か
ら
切
実
な
要
望
を
聞
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
を
抱

え
る
親
と
子
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
本
市
に
は
障
が
い
に

関
す
る
相
談
窓
口
は
障
が
い
福

祉
課
の
他
、
特
定
相
談
支
援
事
業
所

と
し
て
平
成
24
年
度
に
指
定
し
た

「
八
潮
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け

ぼ
の
」
の
一
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置

で
す
が
、
市
で
は
身
近
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
特
定
相
談
支
援
事
業
所
の

設
置
を
進
め
る
こ
と
が
、
保
護
者
の

希
望
に
添
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
現
在
一
箇
所
の
特
定
相
談

支
援
事
業
所
を
平
成
26
年
度
ま
で
に

三
箇
所
程
度
ま
で
増
や
す
計
画
で
事

業
所
の
設
置
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ａ

18
番
　
鹿
野
　
泰
司

２
番
　
朝
田
　
和
宏

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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地
域
猫
活
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つ
い
て

22
番
　
柳
澤
　
功
一

障
が
い
児
・
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

多
田
重
美
八
潮
市
長
の
行
政
運
営
に

つ
い
て

Ａ 　

平
成
26
年
度
、
あ
ら
た
な
も

の
を
発
行
予
定
の
本
市
の
自
治

体
情
報
誌
。
昭
和
53
年
度
か
ら
継
続

さ
れ
て
い
る
発
行
に
つ
い
て
の
変
遷

を
、
発
行
年
、
タ
イ
ト
ル
、
部
数
、

費
用
、
時
系
列
に
て
お
示
し
願
う
。

　

昭
和
53
年
度
、
発
行
し
た
と

い
う
話
は
あ
る
が
、
資
料
が
な

い
た
め
全
て
不
明
。
昭
和
54
年
度

『
市
民
の
便
利
帳
や
し
お
』
他
、
不

明
。
平
成
２
年
度
か
ら
平
成
６
年
度

ま
で
『
八
潮
市
民
便
利
帳
』
他
、
不

明
。
平
成
９
年
度
『
八
潮
市
民
便
利

帳
』
部
数
不
明
、
94
万
２
９
０
０
円
。

平
成
10
年
度
か
ら
平
成
12
年
度
ま
で

『
市
民
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
平
成

10
年
度
２
１
８
万
４
千
円
。
平
成
11

年
度
２
２
０
万
５
千
円
。
平
成
12
年

度
１
８
７
万
９
５
０
０
円
。
部
数
全

て
不
明
。
平
成
18
年
度
『
や
し
お
市

民
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
１
万
部
、

２
２
３
万
６
５
０
０
円
。
平
成
22
年

度
『
や
し
お
市
民
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
３
万
６
千
部
、
官
民
協
働
事
業

で
作
成
し
た
た
め
費
用
負
担
な
し
。

平
成
24
年
度
『
や
し
お
市
民
生
活
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
５
千
部
、
62
万
３
７

０
０
円
。

Ａ Q

　

駅
周
辺
の
開
発
に
伴
い
児

童
・
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
地
域
は
区
画
整
理

施
行
地
域
で
あ
り
、
未
開
通
道
路
も

多
く
、
通
学
路
も
変
更
、
複
雑
に
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の
一

つ
と
し
て
、
交
通
指
導
員
の
増
員
を

求
め
る
声
が
学
校
関
係
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
交
通
指
導
員

を
増
員
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

交
通
指
導
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
八
潮
市
交
通
指
導
員
の
設

置
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
に
基
づ

き
、
小
学
校
長
か
ら
推
薦
を
い
た
だ

き
市
長
が
任
命
し
て
い
ま
す
。
南
部

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
も
増

加
し
て
お
り
、
な
お
且
つ
土
地
区
画

整
理
事
業
が
施
行
中
で
あ
り
未
開
通

の
道
路
も
多
く
、
通
学
路
が
複
雑
に

な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
交
通
指

導
員
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
指
導

員
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
方
が

少
な
く
、
十
分
な
確
保
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
今
後
も
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
小
学
校
長
と
協

議
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
交
通
指

導
員
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ａ Q

　

野
良
猫
を
減
ら
す
た
め
に
と

県
で
「
地
域
猫
活
動
」
実
践
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
活
用
と
実
践
に
つ
い
て
具
体
的
に

進
め
る
た
め
地
域
住
民
、
獣
医
師
、

行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
協
議

会
を
た
ち
あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
動
物
の
適
正
飼
育

の
推
進
や
処
分
数
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
犬
の
処
分

数
に
つ
い
て
は
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、
猫
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
猫
の
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
地
域
の
良
好
な
生
活
環

境
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、「
地

域
猫
活
動
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

つ
く
り
、
人
と
猫
が
共
生
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
活
動

の
際
に
は
、
近
隣
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
多
く
の
人
に
か
か
わ
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
内
事
例

な
ど
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ａ Q　

多
田
市
長
の
３
期
12
年
の
行

政
運
営
に
つ
い
て
実
績
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

在
任
中
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
が
開
業
し
、
ま
ち
づ
く
り

や
景
観
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
産
業
の
発
展
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
福
祉
や
健
康
づ
く
り
に

も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
消
防
庁
舎
の
建
設
を
は
じ
め
、

小
中
学
校
の
耐
震
化
推
進
な
ど
安
全
、

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
総
合
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
「
自
治
基
本
条

例
」
、
「
町
会
自
治
会
へ
の
加
入
及

び
参
加
を
進
め
る
た
め
の
条
例
」
を

制
定
す
る
と
と
も
に
、
や
し
お
市
民

大
学
・
大
学
院
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、

児
童
生
徒
の
「
学
力
向
上
」
と
「
豊

か
な
心
の
育
成
」
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
は
、
八
潮
の
礎
を
築
く

と
と
も
に
、
「
品
格
と
活
力
の
あ
る

八
潮
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

Ａ Q

一般質問から

やしお市議会だより

『
や
し
お
市
民
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

に
つ
い
て

中
川
包
括
占
用
区
域
の
土
地
利
用

及
び
周
辺
交
流
に
つ
い
て


